






要約:600例の川崎病罹病児に対し合計706回の心血管造影を施行し心血管病変の予後を検

討した。複数回の造影を行った症例の検討から、(1)罹病後 2年を経過すると病変の変化の

速度が落ちること、(2)造影上、正常であると判断していた箇所に新たな病変が出現してく

る場合もあること。(3)直径 8㎜以上の動脈瘤の予後は良くないこと、などが明らかとなっ

た。また、閉塞像を示す症例が有所見児の約 5分の 1を占め、この中には無症状であるこ

とから病院を受診しなくなる患児も存在し、我々医師側の指導、教育方法の再考も必要か

と思われた。末梢動脈瘤の 1例は、瘤の出口に進行性の狭窄像が認められ、外科治療の予

定である。 


